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公
明
党 

出
口
け
い
子

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

　
問
　
昨
年
の
台
風
22
号
で
は
、
落
合
や

上
土
棚
地
区
で
床
上
浸
水
や
道
路
冠
水
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
た
が
、
原
因
と
な
っ

た
蓼
川
と
比
留
川
に
対
す
る
雨
水
調
整
施

設
等
の
整
備
状
況
は
。
特
に
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
区
域
内
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や

水
田
へ
の
盛
り
土
な
ど
に
よ
り
、
雨
水
の

地
下
浸
透
能
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
が
、

雨
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
厚
木

基
地
内
に
は
、
滑
走
路
や
誘
導
路
な
ど
雨

水
が
浸
透
し
に
く
い
施
設
が
多
数
あ
る
が
、

基
地
内
の
雨
水
と
基
地
南
側
の
遊
水
池
の

状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
河
川
改
修
に
伴

い
、
周
辺
の
動
植
物
の
表
示
と
保
護
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
答
　
比
留
川
流
域
の
雨
水
調
整
施
設
等

は
、
区
画
整
理
事
業
の
区
域
内
に
つ
い
て

は
、
暫
定
的
な
調
整
池
を
含
め
六
池
を
今

年
度
中
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
開
発
行
為

や
住
宅
建
設
時
の
貯
留
浸
透
施
設
等
の
設

置
指
導
や
家
庭
の
雨
水
貯
留
槽
設
置
の
補

助
な
ど
雨
水
流
入
の
抑
制
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
基
地
西
側
部
分
の
雨
水
は
、
蓼
川

に
流
入
し
て
お
り
、
基
地
内
に
調
整
池
を

設
置
す
る
よ
う
市
と
議
会
で
要
請
し
て
い

く
。
基
地
南
側
の
調
整
池
は
公
園
計
画
の

中
で
貯
留
機
能
を
変
え
ず
修
景
施
設
と
し

て
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、
河
川
周
辺
の

動
植
物
の
表
示
と
保
護
は
、
標
語
等
を
掲

載
し
た
掲
示
板
を
設
置
し
啓
発
し
て
い
く
。

（
他
に
「
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
」
「
エ

コ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　 

佐
竹
　
百
里

　
問
　
市
が
行
っ
た
子
育
て
支
援
に
関
す

る
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
、

父
親
か
ら
は
、「
残
業
が
多
い
」、「
職
場

の
理
解
が
な
い
」
な
ど
仕
事
を
原
因
に
あ

げ
、
子
育
て
に
協
力
し
に
く
い
と
の
回
答

が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
少
子
化
の
原
因

の
一
つ
に
は
女
性
の
就
労
と
育
児
を
両
立

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
出
産
、

育
児
に
よ
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
放
棄
の
不

安
か
ら
の
晩
婚
化
傾
向
も
あ
り
、
女
性
が

離
職
す
る
こ
と
な
く
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
市
役
所
は

事
業
主
と
し
て
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
が
義
務

規
定
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
答
　
市
役
所
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
は
、
職
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

に
関
し
て
具
体
的
な
支
援
計
画
を
策
定
し

た
も
の
で
、
職
員
の
勤
務
環
境
に
関
す
る

も
の
が
中
心
で
あ
る
。
具
体
的
項
目
に
つ

い
て
は
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
制
度
の

周
知
と
意
識
啓
発
、
妊
娠
中
及
び
出
産
後

に
お
け
る
配
慮
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や

す
い
環
境
の
整
備
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
、

休
暇
取
得
の
促
進
を
あ
げ
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

公
共
施
設
の
整
備
や
親
切
、
丁
寧
な
応
対
、

ま
た
、
地
域
で
の
子
ど
も
が
か
か
わ
る
活

動
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
挙
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
行
く
。

（
他
に
「
地
域
活
性
化
型
Ｉ
Ｃ
の
事
業
見

直
し
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

石
井
　
茂

　
問
　
現
在
、
発
達
障
害
児
の
数
は
知
的
、

身
体
及
び
精
神
の
障
害
児
数
の
四
倍
以
上

に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
発

達
障
害
者
支
援
法
が
今
年
四
月
に
施
行
さ

れ
、
発
達
障
害
者
の
早
期
発
見
と
支
援
に

つ
い
て
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を

明
確
化
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
教

師
へ
の
研
修
、
学
習
支
援
者
の
増
員
、
特

別
支
援
教
育
推
進
体
制
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
支
援
体
制
の
検
討
、
相
談
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
研
修
会
、
子
ど
も
の
状
況
把
握
、

具
体
的
な
指
導
方
法
、
保
護
者
と
の
対
応
、

学
校
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
し

た
か
。
ま
た
、
関
連
部
局
が
相
互
に
連
携

し
て
、
障
害
児
を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る

仕
組
み
を
考
え
な
い
か
。

　
答
　
発
達
障
害
児
の
う
ち
学
習
障
害
や

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
児
は
六
校
に
三
十

六
人
程
で
、
そ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
は

文
部
科
学
省
の
特
別
支
援
教
育
推
進
体
制

モ
デ
ル
事
業
の
委
託
を
受
け
、
研
究
校
に

お
い
て
校
内
特
別
支
援
委
員
会
や
巡
回
相

談
員
を
設
け
た
中
で
支
援
を
要
す
る
子
ど

も
を
把
握
し
、
そ
の
学
習
支
援
の
具
体
的

な
検
討
を
重
ね
、
学
習
支
援
者
の
派
遣
と

よ
り
き
め
細
や
か
な
個
別
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
相
談
支
援
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
が
関
連
課
や
関
係
団
体
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
、
総
合
的
な
支
援
体
制

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

新
政
会 

山
田
　
晴
義

　
問
　
東
海
道
新
幹
線
は
、
昭
和
三
十
九

年
十
月
に
開
業
以
来
、
今
年
で
四
十
二
年

目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
本
市
の
人
口
や

自
動
車
保
有
台
数
は
、
開
業
当
初
に
比
べ

飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
幹
線
を
横
断
す
る
た
め
の
跨
線
橋

と
ず
い
道
の
幅
員
は
、
現
在
も
市
内
十
一

カ
所
が
当
初
の
ま
ま
で
あ
り
、
危
険
性
と

不
便
さ
か
ら
市
民
生
活
の
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
た
め
、
早
期
に
拡
幅
整
備
を
図
ら
な

い
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
施
設
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
想
定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
に
は

到
底
対
応
で
き
な
い
と
思
わ
れ
、
耐
震
補

強
工
事
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
答
　
新
幹
線
と
交
差
す
る
跨
線
橋
の
管

理
は
市
で
、
ず
い
道
の
管
理
は
Ｊ
Ｒ
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
県
が
都
市
計
画
道
路

寺
尾
上
土
棚
線
の
整
備
と
合
わ
せ
跨
線
橋

の
整
備
を
し
て
い
る
が
、
今
後
も
主
要
道

路
の
整
備
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
国
県
等
関
係
機
関
へ
要
望
し
、

財
源
確
保
に
努
め
計
画
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工
事

に
対
す
る
国
の
方
針
で
は
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
三
年
間
で
お
お
む
ね
完
了
さ
せ
る

方
針
が
出
さ
れ
、
本
市
が
管
理
す
る
七
橋

も
財
源
確
保
を
図
り
計
画
的
に
整
備
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
ず
い
道
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
が
確
認
で
き
て
い
る
。

（
他
に
「
県
道
四
二
号
線
新
幹
線
付
近
か

ら
中
川
橋
バ
ス
停
ま
で
の
歩
道
整
備
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

公
明
党 

松
澤
　
堅
二

　
問
　
総
務
省
が
策
定
し
た
新
地
方
行
革

指
針
で
は
、
各
自
治
体
に
対
し
、
今
年
度

中
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
住
民
に

公
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
中

で
示
さ
れ
た
事
務
事
業
の
再
編
整
理
、
民

間
委
託
等
の
推
進
、
定
員
管
理
の
適
正
化

及
び
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
給

与
の
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。
今

後
の
行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
最
も

大
切
な
の
は
、
人
で
あ
り
人
材
で
あ
る
。

職
員
の
意
見
、
現
場
の
声
を
聞
く
職
場
環

境
や
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
互

い
の
信
頼
が
生
ま
れ
、
組
織
力
や
人
間
力

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
職
員
提
案
制
度
の

充
実
や
風
通
し
の
い
い
組
織
づ
く
り
な
ど
、

職
場
環
境
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
答
　
本
市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
の
推
進
、
行
政
執
行
体
制
の
整
備
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
を
基
本
目
標
に
、

平
成
八
年
に
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
た
。

事
務
事
業
評
価
制
度
に
基
づ
き
必
要
性
や

効
果
を
精
査
す
る
事
務
事
業
の
改
善
、
委

託
業
務
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
く
給
食
調

理
業
務
等
の
委
託
化
、
定
員
管
理
計
画
の

策
定
や
管
理
職
手
当
の
見
直
し
、
特
殊
勤

務
手
当
の
一
部
廃
止
な
ど
順
次
適
正
化
を

図
っ
て
い
る
。
職
員
提
案
で
職
場
や
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
機
運
の
上
昇
や
始
業
前

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
意
思
疎
通
と
共
通
認

識
を
持
っ
た
仕
事
へ
の
一
体
化
を
図
る
な

ど
、
職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

（
他
に｢

ゴ
ミ
行
政
に
つ
い
て｣

を
質
問
）

　　
市
議
会
で
は
、
６
月
定
例
会
か
ら

一
般
質
問
の
方
法
を
改
め
、
従
来
の

一
括
方
式
に
加
え
、
一
問
一
答
方
式

を
導
入
し
ま
し
た
。

【
一
括
方
式
】
第
一
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
二
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
五
十
分
以
内
。

【
一
問
一
答
方
式
】
第
一
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
一
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
五
十
分
の
時
間

制
限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数

は
無
制
限
。

６月２５日、子どもから老人までが参加して世代
間交流グラウンドゴルフ大会が開催されました
〈市民スポーツセンターにて〉

　
問
　
県
で
は
複
数
年
度
に
わ
た
り
公
立

高
校
入
試
改
革
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度

の
改
革
で
方
向
性
が
定
ま
っ
た
。
そ
の
内

容
は
絶
対
評
価
制
の
活
用
、
前
・
後
期
入

試
制
度
、
各
高
校
の
独
自
問
題
出
題
の
承

認
、
学
区
制
の
撤
廃
等
で
あ
る
。
こ
の
改

革
に
よ
り
今
年
度
市
内
中
学
校
や
受
験
生

に
及
ぼ
し
た
問
題
点
と
今
後
の
考
え
方
は
。

ま
た
、
高
校
入
試
改
革
の
影
響
に
よ
り
、

中
学
校
間
の
学
力
偏
差
に
よ
る
序
列
化
も

顕
現
化
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
学
力
面
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
た

学
校
の
設
営
が
望
ま
れ
る
時
代
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
中
学
入
学
時
に

条
件
付
き
の
学
校
選
択
制
を
導
入
し
た
が
、

自
由
選
択
制
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
入
学
者
選
抜
制
度
の
課
題
は
、
い

わ
ゆ
る
絶
対
評
価
に
よ
る
評
定
を
選
抜
資

料
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
県
は
前
年
に

比
べ
学
校
や
市
町
村
間
の
格
差
が
減
り
適

正
で
あ
っ
た
と
し
た
が
、
絶
対
評
価
の
精

度
を
高
め
る
た
め
、
各
教
科
の
評
価
規
準

や
観
点
別
評
価
を
見
直
す
参
考
資
料
の
作

成
な
ど
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。
学
区
撤

廃
で
は
情
報
や
資
料
の
不
足
は
あ
っ
た
が
、

心
配
さ
れ
た
受
験
者
の
一
極
集
中
は
な
く
、

個
々
の
選
択
幅
が
広
が
り
進
学
へ
の
意
欲

が
高
ま
っ
た
。
部
活
動
に
よ
る
学
校
選
択

制
は
自
己
実
現
を
図
る
機
会
が
で
き
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
自
由
選
択
制

に
つ
い
て
は
現
行
制
度
を
あ
る
程
度
堅
持

し
て
い
く
こ
と
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

一
問
一
答
方
式
を
導
入


